
１．基本事項

川崎市北部身体障害者福祉会館及びわーくす高津 評価対象年度

・事業者名　社会福祉法人　育桜福祉会
・代表者名　理事長　生亀　洋子
・住所　　　　中原区西加瀬１０－３

評価者

　平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価　（評価段階：5～1,標準：3,加点割合：5→100%,4→80%,3→60%,2→40%,1→0%)

分類 項目 配点 評価段階 評価点

会計基準に基づく会計処理がなされているか

5 3 3
事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

（評価の理由）
・概ね良好な収支状況である。会計処理についても適正に行われており、老朽化した備品等の購入、修繕を実施し、安全及び利便性に配慮
している。
・年２回の監事監査会の開催、年３回の公認会計士による自主監査を実施し、第三者によるチェック体制が整えられている。

3
支出に見合う効果等が図られているか

収入状況

計画通りの収入が得られているか

5 3 3
条例に基づく利用料等を適切に徴収しているか

適切な会計手続

基本協定に規定する業務の範囲を適切に実施しているか

10 4 8
指定管理施設としての事業目的を達成することができたか

収
支
状
況

支出状況

計画に基づく適正な支出が行われているか

5 3

着眼点

総
合
的
な
運
営
状
況

利用者への支援

利用者に対する支援を着実に実施しているか

10 4

（評価の理由）
・会館では、新規講習会として、聴導犬デモンストレーションを行い、地域の多くの方が参加され、新たな福祉の形を学習することで、地域福
祉に貢献することができている。また、視覚障碍者の方に音声情報の更新を朗読ボランティアに協力を得ながら、行っている。
・作業室では、利用者の高齢に伴う身体機能の低下や疾病等を受け、専門機関の評価を行い、ケース会議にて支援の方向性を検討し、身
体機能を維持し生活の質の向上に取り組むなど、きめ細やかな支援を行っている。また、新商品（デコレーション製品）を開発し、試作を重
ね、本格稼働につなげることができている。他にも、わーくすとは別に作業室独自で外注を受けることができるなど、創作的活動の幅を広げて
いる点は評価できる。
・わーくすでは、就労体験として、毎日映画コンクールに利用者がサポートスタッフとして参加し、自信を深める良い体験となった。

8
利用者の障害特性に応じた個別支援等を実施しているか

事業成果

利用実績

【北身館】
〔講習会・ボランティア育成事業〕
・手話入門（昼）：全７回　２０名       ・手話入門（夜）：全７回　２７名　　 ・入門点字：全５回　２５名
・拡大写本入門：全６回　６名　　　　・朗読入門：全５回　２０名　　　　　　・視覚障害者への理解：全２回　８名
・聴導犬デモンストレーション（新規）　全１回　６１名
〔作業室〕
・在籍数：生活介護　２３名（定員２０名）

【わーくす高津】
・在籍数：就労継続Ｂ　３１名（定員３０名）

収支実績

サービス向上の取組

・会館の地域交流事業として北身館フェスティバルを開催し、新たな店舗を含めた近隣商店の参加や近隣中
学校に職場体験学習を行うなど、地域住民との交流を通じて、障害者福祉の理解・啓発に寄与している。
・作業室・わーくすでは、健康管理について、医師の協力を得ながら、バイタルチェックなど日々の健康管理を
看護師が行い、急な状態変化等にも対応できるよう、体制を整えている。また、食事についても、看護師を中
心に衛生管理、栄養管理を行っている。

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 平成２７年度

事業者名
障害福祉課長
障害計画課長

指定期間
健康福祉局障害保健福祉部
障害福祉課・障害計画課

身障会館全体　 （円）
67,727,386

委託料 21,429,523
利用料他 45,327,844
その他 970,019

57,805,960
人件費 46,702,485
事務費 5,496,740
事業費 4,017,785
その他 1,588,950

9,921,426

収入

支出

差額

わーくす高津 （円）
60,510,379

就労支援事業 3,517,173
自立支援費等 56,033,443
その他 959,763

46,251,340
就労支援事業 3,517,173
人件費 32,318,216
事務費 5,320,080
事業費 4,646,267
その他 449,604

14,259,039

収入

支出

差額



適正な人員配置

連絡・連携体制

担当者のスキル
アップ

5 4 4

コンプライアンス 5 3 3

職員の労働条
件・労働環境

5 3 3

施設・設備の保
守管理

5 3 3

管理記録の整
備・保管

5 3 3

清掃業務

警備業務

備品管理 5 3 3

４．総合評価

71 評価ランク

評価点合計：100点満点,標準点:60点
評価ランク：A～E／標準：Ｃ／A→80点以上,B→70点以上80点未満,C→60点以上70点未満,D→50点以上60点未満,E→50点未満
A→特に優れている,B→優れている,C→適正である,D→改善が必要である,E→問題があり適切な措置を講じる必要がある。

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

（評価の理由）
・会館利用の聴覚障害者の方に簡易筆談器を設置している。また、２６年度に購入したＯＨＣを講習会等に活用し、利用団体からも好評を得
ていることは評価できる。
・施設設備の保守管理については、年間計画に基づき適切に実施し、清掃等も毎日行い、適切に管理されている。

評価点合計 B

・会館では、既存の講習会だけでなく、新規講習会として、聴導犬デモンストレーションを行い、地域の多くの方が参加され、このような
学習を通じて、障害者福祉の理解が進み、地域福祉の貢献に寄与している点については評価できる。
・第三者評価で指摘のあった職員の共有化及び役割分担と職員の協力について、わーくす、作業所の２事業所間の職員の交換実習と
いう形で入れ替えを行い、情報の共有や業務の把握につなげ、進捗状況を全体で把握し、フォロー体制の整備、緊急時対応できる体
制を整備した点は評価できる。

（評価の理由）
・配食サービスによる食事提供から、「衛生管理マニュアル」に基づき、体制を整備し、適切な衛生管理を行っている。
・会館では、聴覚障害者の方との円滑なコミュニケーションを図るため、受付業務で使用する手話を学習し、サービスの質の向上に取り組んで
いる。
・災害への備えを強化し、消防計画では、年2回の避難訓練を、毎月防災訓練を実施し、非常時の動きを繰り返し確認している。平成２７年度
は実際の災害を想定し、備品の保管方法や事態を想定した具体的な対応方法等を検討、実施している。

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適切
に実施しているか

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を
維持しているか

5 3 3
施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役
立っているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われて
いるか

5 4 4
緊急時の連絡体制を構築しているか

法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体制が整備され、適切な運
用が為されているか

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備され
ているか

（評価の理由）
・苦情、要望について、各部屋に意見箱を設置していること、口頭の場合では、記録を取り、対応、報告を行い、また、苦情解決第三者委員を
活用するなど、サービスの質の向上に取り組んでいる。その他、利用者満足度調査等の活用により利用者からの意見・要望を広く受け止め、
集計結果については、会館入口等に掲示、公表し、業務の改善につなげている。
・第三者評価で指摘のあった職員の共有化及び役割分担と職員の協力について、わーくす、作業所の２事業所間の職員の交換実習という形
で入れ替えを行い、情報の共有や業務の把握につなげ、進捗状況を全体で把握し、フォロー体制の整備、緊急時対応できる体制を整備し
た。

組
織
管
理
体
制

必要な人員が必要な場所に適切に配置されているか

5 4 4
所管課との連絡・連携が十分に図られているか

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修等が行われているか

安全・安心への
取組

事故、犯罪、災害等から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となってい
るか（人員配置、マニュアル、訓練等）

5 4 4
サービス向上に向けた取組みがなされているか

利用者の意見・
要望への対応

意見・要望の収集方法を確立しているか

5 4 4

サ
ー

ビ
ス
体
制

適切なサービス
の提供

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供されたか

10 4 8
利用者への支援を適時かつ十分に行っているか

サービス向上へ
の取組み

利用者からの要望や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

現状分析、課題把握等を常に行っているか


